
個別の教育支援計画（参考様式） 

 小 １年  ２年  ３年  ４年  ５年  ６年 中 １年  ２年  ３年 高 １年  ２年  ３年 

学校名             

記入者             

 

氏 名  生年月日  性別   

家族環境及

び成育歴 

 

受診歴・ 

 

診断名 

服薬名 

相談歴等 相談機関 相談日 相談内容 

    

   

   

心理検査の

記録 

検査名 実施日 結果・所見等 

   

   

   

具体的な 

状況 

項目： 項目： 項目： 項目： 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支援目標  

 

   

合理的配慮  

 

 

 

   

支援内容  

 

 

 

 

   

評 価  

 

   

支援内容に関する

本人・保護者の同意 

（署名及び捺印） 

 

 

           

引継ぎに関する本

人・保護者の同意 

（署名及び捺印） 

（引継ぎ先） 

 

 

 

（    ） 

 

 

 

（    ） 

 

 

 

（     ） 

 

 

 

（    ） 

 

 

 

（    ） 

 

 

 

（     ） 

 

 

 

（    ） 

 

 

 

（    ） 

 

 

 

（     ） 

 

 

 

（    ） 

 

 

 

 

（     ） 

 

 

 

（    ） 

・保護者からの情報で，今後の支援に関わって必要であると考えら

れるものを端的に記入する。 

 

・項目は対象児童生徒の実態に応じて精選する。 

・特に支援が必要な項目１つからでもよい。 

 

・マイナス面を矯正，克服するのではなく，対象児童生徒ができることをベースに，どのような状況であれば安定

できるのか，自分の力が発揮できるのかを考え，支援方針を決める。 

・保護者の理解が得られている場合は，保護者とともに支援方針を立て，家庭と共通理解しながら支援を進める。 

・どんな場面で，誰が，どのように支援をするのかを

具体的に記入する。 

・ケース会議で専門機関の助言を受けたことを書き加

えていく。 

＜記入するとよい内容＞ 

※合理的配慮の提供について、意思の表明があった際に、下記の３観点１１項目から本人・保護者と合意形成を図った項目及び具体的な内容について記入する。 

学校における「合理的配慮」の観点 

①教育内容・方法 

①－１ 教育内容 

①－１－１ 学習上又は生活上の困難を改善・克服するための配慮 

①－１－２ 学習内容の変更・調整 

①－２ 教育方法 

①－２－１ 情報・コミュニケーション及び教材の配慮 

①－２－２ 学習機会や体験の確保 

①－２－３ 心理面・健康面の配慮 

②支援体制 

②－１ 専門性のある指導体制の整備 

②－２ 幼児児童生徒､教職員､保護者､地域の理

解啓発を図るための配慮 

②－３ 災害時等の支援体制の整備 

③施設・設備 

③－１ 校内環境のバリアフリー化 

③－２ 発達、障害の状態及び特性等に応じた指

導ができる施設・設備の配慮 

③－３ 災害時等への対応に必要な施設・設備の

配慮 

 



支援の記録 

特記事項 具体的な内容 対     応 備 考 

年月日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後の指導にあたり，共通理解するべきこと

などを書き残しておくとよい。 

・とくに本人にとってよかった支援を具体的に

記入する。 


